
医局

［論文・著書］

フレイル高齢者のリハビリテーション
吉村芳弘
看護技術　Vol.66 No.5 2020年4月号  2020/04/01

臨床研究の道標「総合診療 各論編」
吉村芳弘
プリマリア  2020/04/01

日本サルコペニア・フレイル指導士公式テキスト
日本サルコペニア・フレイル学会編（吉村芳弘共著）
新興医学出版社.2020　2020/04/01

骨格筋疾患（筋障害）としてのサルコペニアの定義と診断－EWGSOP2とAWGS2019を中心に－
吉村芳弘
日本リハビリテーション医学会誌. 2020; 57: 439-448  2020/05/01

回復期リハビリテーション病棟におけるサルコペニアとサルコペニア肥満
吉村芳弘
Monthly Book Medical Rehabilitation. 2020 No.250: 51-58  2020/06/01

”メタボ対策”から”フレイル対策”へのギアチェンジ
吉村芳弘
日本医事新報. 2020. No.5021  2020/07/01

Shorter Interval between onset and admission to convalescent rehabilitation wards is 
associated with improved outcomes in ischemic stroke patients

Yoshimura Y, et al.
Tohoku J Exp Med. 2020 September, 252(1), 15-22  2020/09/01

第2章 2. サルコペニア
吉村芳弘
「Gノート増刊」2020. Vol.7 No.6  2020/09/01

Sarcopenic obesity is associated withactivities of daily living and home discharge in post-acute 
rehabilitation

Yoshimura Y, Wakabayashi H, et al.
J Am Med Dir Assoc. 2020  2020/10/01

がん患者の栄養管理とがんロコモ
吉村芳弘
Bone Joing Nerve 2020年10巻3号  2020/10/01

第5章 病態と栄養「低栄養」その他5編
吉村芳弘
ニュートリションケア2020年秋期増刊  2020/10/01

1．なぜ臨床統計が必要なのか
吉村芳弘
Journal of Clinical Rehabilitation Vol.29 No.11 2020.10  2020/10/01

サルコペニアの診断
吉村芳弘
Journal of Clinical Rehabilitation Vol.29 No.12 2020.11  2020/11/01

Chair-stand exercise immproves post-stroke dysphagia
Yoshimura Y, Wakabayashi H, et al.
Geriat Gerontol Int. 2020  2020/11/01

たんぱく質の「質」と「量」の考慮が医原性サルコペニアを防ぐポイント
吉村芳弘
ヘルスケア・レストラン 2020年12月号  2020/11/01

Reply to the comments on "Chair-stand exercise immproves post-stroke dysphagia"
Yoshimura Y, Wakabayashi H, et al.
Geriat Gerontol Int. 2020  2020/11/30

Low hemoglobin levels are associated with sarcopenia, dysphagia, and adverse rehabilitation 
outcomes after stroke

Yoshimura Y, Wakabayashi H, et al.
J Stroke Cerebrovasc Dis. Vol.29 No.12(December), 2020: 105405  2020/12/01

サルコペニア・フレイルを軸とした高齢者モデルの医療連携パス



吉村芳弘
日本クリニカルパス学会誌. 2020 Vol.22 No.2  2020/12/01

Hemoglobin improvement is positively associated with functional outcomes in stroke patients 
with anemia

Yoshimura Y, et al.
J Stroke Cerebrovasc Dis. Vol.30 No.1(January), 2021: 105453  2021/01/01

Special Issue "Recent advances in Clinical Nutrition in Stroke Rehabilitation"
Yoshimura Y.　（海外ジャーナル Guest Editor）
Nutrients　2021/01/01

Elevated creatinine-based estimated glomerular filtration rate is associated with increased risk of 
sarcopenia, dysphagia, and reduced functional recovery after stroke.

Yoshimura Y, et al.
J Stroke Cerebrovasc Dis. Vol.31 No.2(February), 2021: 105491  2021/02/01

薬剤師が知っておきたい転倒の病態・リスク因子・予防策
吉村芳弘
月刊薬事　Vol.63 No.2, 2021.2

7．フレイル高齢者の転倒予防と栄養サポート
吉村芳弘
Geriatric Medicine 2021年3月号  2021/03/01

４．サルコペニアの発症原因
吉村芳弘
腎と透析　90巻3号  2021/03/01

（分担執筆）これで解決！認知症の食べるを支えるポイント43
齋藤智子、金場俊二　（監修：熊本摂食嚥下リハビリテーション研究会）
医学と看護社　2021.3.31

Oral management in rehabilitation medicine: oral frailty, oral sarcopenia, and hospital-associated 
oral problems

Shiraishi A, Yoshimura Y, et al.
J Nutr Health Aging. 2020  2020/04/01

熊リハパワーライスは脳卒中回復期の栄養状態や機能的予後を改善する
嶋津さゆり、吉村芳弘、上野いずみ、工藤 舞、白石 愛、備瀬隆広、長野文彦、濱田雄仁
学会誌JSPEN 2019 1(3) 149-156  2020/08/01

Muscle mass gain is positively associated with functional recovery in patients with sarcopenia 
after stroke

Nagano F, Yoshimura Y, et al.  
J Stroke Cerebrovasc Dis. 2020  2020/09/01

嚥下機能と栄養状態は回復期リハビリテーション後の自宅退院に影響を与える
砂原貴子, 吉村芳弘, et al.
学会誌JSPEN. 2020  2020/10/01

Frequent and personalized nutritional support leads to improved nutritional status, activities of 
daily living, and dysphagia after stroke.

Shimazu S, Yoshimura Y, et al.
Nutrition. 2020  2020/11/01

Association of impaired oral health status with chronic kidney disease in post-acute rehabilitation
Shiraisi A, Yoshimura Y, et al.
Gerodontology. 2020  2020/12/01

Incidence of dysphagia and its association with functional recovery and 1-year mortality in 
hospitalized older patients with heart failure: a prospective cohort study

Matuso H, Yoshimura Y, et al.
JPEN J Parenter Enteral Nutr. 2020  2020/05/01

Low muscle mass is associated with walking function in patients with acute ischemic stroke
Abe T, Iwata K, Yoshimura Y, et al.
J Stroke Cerebrovasc Dis. 2020  2020/11/01

Low handgrip strength is associated with reduced functional recovery and longer hospital stay 
in patients with osteoporotic vertebral compression fractures: A prospective cohort study.

Nagaoka S, Yoshimura Y, et al.
Eur Geriatr Med. 2021  2021/03/01

Nutrition in the first week after stroke is associated with discharge to home.
Yoichi Sato, Yoshihiro Yoshimura, and Takafumi Abe



Nutrients　2021, 13, 943  2021.3
回復期リハビリテーション病棟における脳卒中患者のサルコペニアの新規発症率と関連因子

伊東祐輔、野村 心、吉村芳弘
JPSEN Vol.3(1): 2021 2021.3

［学会発表］

包括的慢性下肢虚血(CLTI)における再生医療（脂肪組織由来再生幹細胞移植）の位置づけ
～自験例を通して～

山下裕也、吉川厚重
第19回日本再生医療学会総会(WEB開催）  2020/05/18

脂肪細胞由来再生幹細胞群（ADRCs）を用いた頚髄損傷再生医療の一症例
古閑博明、田中智香、西佳子、桑原公倫
第4回日本リハビリテーション医学会秋期学術集会  2020/11/20

当院における頚・脊髄損傷に対する脂肪細胞由来再生幹細胞（ADRCs）治療の短期成績（第2報）
田中智香、古閑博明、西佳子、桑原公倫
第4回日本リハビリテーション医学会秋期学術集会  2020/11/20

治療に難渋している複数回血行再建CLTIの１例
山下裕也
第51回日本心臓血管外科学会学術総会  2021/02/19

［講演］

医療従事者が知っておくべきサルコペニアと低栄養の最新の話題
吉村芳弘
ナースの星Webセミナー  2020/07/01

Prevention and treatment of sarcopenia and malnutrition
Yoshimura Y
Otsuka Webinar for Asia and Arab　2020/09/01

サルコペニア・ロコモ・フレイルの運動療法・リハビリテーション
吉村芳弘
サルコペニア・フレイル指導士研修会　2020/10/11

教育講演「フレイル・サルコペニアに必要な栄養ケア」
吉村芳弘
第42回日本臨床栄養学会学術総会総会　2020/10/19

医療従事者が知っておくべきサルコペニア
吉村芳弘
熊本整形外科病院院内講演会　2020/10/27

教育講演「一般病院での臨床研究への挑戦」
吉村芳弘
第18回日本神経理学療法学会　2020/11/28

教育講演「一般病院での臨床研究への挑戦」
吉村芳弘
第10回日本リハビリテーション栄養学会学術集会　2020/12/12

NST医師教育セミナー「回復期・慢性期患者の栄養療法」
吉村芳弘
第57回日本外科代謝栄養学会学術集会　2020/12/26

サルコペニア・ロコモ・フレイルの運動療法・リハビリテーション
吉村芳弘
サルコペニア・フレイル指導士研修会　2021/01/17

サルコペニアUPDATE
吉村芳弘
大塚製薬工場Webinar　2021/01/22

今考えるべき急性期から回復期のシームレスケア
吉村芳弘
テルモ×ナースの星Webセミナー　2021/01/27

糖尿病診療で知っておくべきサルコペニア



吉村芳弘
第4回筑紫糖尿病重症化予防セミナー　2021/02/03

シンポジウム「レジスタンストレーニングだけでサルコペニアは改善するか？」
吉村芳弘
第6回日本心臓リハビリテーション学会近畿地方会　2021/02/20

医療スタッフが知っておくべきサルコペニア
吉村芳弘
健育会第15回看護リハビリテーション研究会　2021/03/03

シンポジウム「脳卒中と栄養」
吉村芳弘
健育会第15回看護リハビリテーション研究会　2021/03/03

シンポジウム「脳卒中と栄養」
吉村芳弘
第46回日本脳卒中学会学術集会　2021/03/13

［取材］

100歳100人実態調査2020
吉村芳弘
キューサイ調べ（報道リリースあり） 2020/11/01

［熊リハ・サンライズヒル合同研究発表会］

脂肪細胞由来再生幹細胞群（ADRCｓ）を用いた頚髄損傷再生医療の一症例
古閑博明



リハビリテーション部

［論文・著書］

"潮流を読む"
槌田義美
日本リハ病院施設協会誌176号 2020/05/01

働きやすい職場作り：職員のマネージメント
槌田義美
理学療法ジャーナル 2020/5/15

Muscle mass gain is positively associated with functional recovery in patients with sarcopenia after stroke
長野文彦
J Stroke Cerebrovasc Dis. 2020 Sep 29(9): 105017 2020/06/16

［学会発表］

重度注意障害を呈した高齢患者が自宅退院に至った一例～家族の障害理解に対する支援～
宮原愛可
第16回熊本作業療法学会（誌上） 2020/06/11

性格特性により関わりに難渋した一例～他職種との情報共有を通して～
鉄島かおる
第16回熊本作業療法学会（誌上） 2020/06/11

回復期リハビリテーションにおける予後予測式の作成
清久翔
日本言語聴覚士学会2020INいばらき（誌上）2020/06/19

心臓リハビリテーション患者における病前の手段的日常生活自立度とFIMの関連性
宮﨑千加
第26回日本心臓リハビリテーション学会 2020/07/18

高次脳機能障害を併発した視野障害の代償－脳外傷の症例報告－ 
西川陽一朗
第54回日本作業療法学会（WEB） 2020/09/25～2020/10/25

脳卒中患者における下肢麻痺重症度とサルコペニア有病率の関連
長野文彦
第7回日本サルコペニア・フレイル学会大会（WEB） 2020/12/01

高齢脳卒中患者の入院時の低栄養、サルコペニア発症に関連しる因子の調査
長野文彦
第10回日本リハビリテーション栄養学会学術集会（WEB) 2020/12/12

脳卒中患者の発症前の手段的日常生活自立度と機能的予後の関連
黒田亮太
2020年度回復期リハビリテーション病棟協会　研究発表会Web開催 2021/03/01 

大腿骨近位部骨折患者の受傷前の手段的日常生活自立度と機能的予後の関連
豊住知己
2020年度回復期リハビリテーション病棟協会　研究発表会 Web開催 2021/03/01

［講演］

集団起立運動
槌田義美
桜十字病院 2020/12/02

［熊リハ・サンライズヒル合同研究発表会］

臨床教育支援システムの紹介
木下久仁子

大腿骨近位部骨折患者の受傷前の手段的日常生活自立度と機能的予後の関連
豊住知己



Muscle mass gain is positively associated with functional recovery in patients with sarcopenia after stroke



看護部

［論文・著書］

嚥下機能と栄養状態は回復期リハビリテーション後の自宅退院に影響を与える
砂原貴子
JSPEN Vol.2 No.4 2020　2020/10/02

［学会発表］

体位補助クッション使用による下肢手術患者の腓骨神経麻痺予防～下肢の外旋予防に焦点を当てて～
豊住泰之
令和2年度　第43回看護研究発表会（誌上）　2021/01/20

ベッドパンウォッシャー使用後の菌検調査～陰部洗浄ボトル・尿器の乾燥は必要なのか～
上田光紗
令和2年度　熊本県看護研究発表会（WEB）　2021/02/27

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部と連携した夜間歩行自立移行への取り組み
植山佳奈
令和2年度　熊本県看護研究発表会（WEB）　2021/02/27

［熊リハ・サンライズヒル合同研究発表会］

夜間歩行時率判定表を作成して ～リハビリテーション部と連携した夜間歩行自自立移行の取り組み～
宮下佑之



歯科

［論文・著書］

連載コラム　歯科と栄養のコラボレーション（No39～41）
白石　愛
BEQ NEWS　2020/05/01～2021/03/10

Oral management in rehabilitation medicine: oral fraility, oral sarcopenia, and hospital-associated
oral problems

Ai Shiraishi, Hidetaka Wakabayashi, Yoshihiro Yoshimura
The journal of health & aging　2020/07/10

病院におけるオーラルフレイルの評価と対応-栄養と歯科の緊密な連携の重要性
白石　愛
臨床栄養　Vol.137 No.4　2020-9　臨時増刊　2020/09/28

Association of impaired oral health status with chronic kidney disease in post-acute rehabilitation
Ai Shiraishi, Yoshihiro Yoshimura, Fumihiko Nagano, Sayuri Shimazu
Gerodontology　2020/12/27

［学会発表］

摂食・嚥下障害における歯科衛生士の必要性と具体的活動事例について
白石　愛
第57回日本リハビリテーション医学会合同シンポジウム　2020/08/21

シンポジウム　GO!GO!DH！　患者さんの未来に向かって飛びだそう！
白石　愛
第10回日本リハビリテーション栄養学会学術集会　2020/12/13

シームレスな連携を～入院中における歯科と栄養の協働管理
白石　愛
第29回日本有病者歯科医療学会学術大会シンポジウム紙上開催　2021/01/15

［講演］

Day1.エビデンスで紐解く医科と歯科のコラボレーション
白石　愛
看護・ケア従事者のためのWinWin食支援セミナー　2020/06/08～2020/10/18

Day2.今から始める医科歯科連携！（実践編）
白石　愛
看護・ケア従事者のためのWinWin食支援セミナー　2020/06/28～2021/11/7

口腔管理の実践～感染予防から食支援まで～QOLを上げる口腔ケア
白石　愛
大塚製薬工場オンラインセミナー　2021/01/26



栄養管理部

［論文・著書］

となりの施設どうしてる？給食管理業務と栄養管理業務の両立と連携
嶋津さゆり
Nutrition Care　Vol.13 No.12, 2020.12

高齢者の誤嚥回避への次の一手！：誤嚥予防の食形態と栄養管理
嶋津さゆり
Medical Rehabilitation No.259:45-52, 2021.3

Frequent and personalized nutritional support leads to improved nutritional status,
activities of daily living, and dysphagia after stroke

S.Shimazu, Y.Yoshimura, M.Kudo, F.Nagano, T.Bise, A.Shiraish, T.Sunahara
Nutrition. 2021 Mar; 83:111091

糖尿病の食事療法におけるリハビリテーション栄養の視点をプラスする
嶋津さゆり
糖尿病ケア 2021年3月号　Vol.18 No.3　2021.2.9

高齢患者や糖尿病性腎症の患者にはたんぱく質をどう摂取してもらう？
嶋津さゆり
糖尿病ケア 2021年4月号　Vol.18 No.4 2021.3.7



薬剤部

［論文・著書］

リハビリテーションにおける薬剤-回復期における包括的な転倒予防の薬剤管理
松本彩加
月刊薬事　Vol.63 No.2 2021.2

臨床工学部

［熊リハ・サンライズヒル合同研究発表会］

ME機器中央管理業務改善について
川﨑憲春

事務局

［論文・著書］

コロナ禍におけるウェブを活用した面会サービスの取り組み
坂本和歌子
老年精神医学雑誌　第32巻第9号（2021.9）

［熊リハ・サンライズヒル合同研究発表会］

稟議処理の効率化及び、研修費精算方法の変更について
山根知典


